
梅かまミュージアムＵ-mei館、きときと市場とやマルシェ店（富山駅）、大和富山店
大和梅香庵、クルン高岡店（高岡駅２Ｆ）
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富
山
市
の
中
心
商
店
街
（
富
山
市
）

旧
北
陸
道
沿
い
に
あ
っ
た
商
家
が
発
祥

　

寛
永
16
年（
１
６
３
９
年
）に
加
賀
藩
か
ら
富
山
藩
が
分
藩
。そ
の
後
、万
治
2
年

（
１
６
５
９
年
）の
領
地
替
え
で
富
山
城
が
富
山
藩
の
正
式
な
居
城
と
な
り
、城
下
町
の

整
備
が
進
め
ら
れ
た
。城
を
囲
む
よ
う
に
武
家
屋
敷
が
並
び
、そ
の
周
囲
を
巡
る
よ
う
に

北
陸
道
が
通
り
、沿
線
に
は
町
屋
が
並
ん
だ
。北
陸
道
と
飛
騨
往
来
の
接
点
に
近
い
西
町

辻
に
は
高
札
場
が
設
置
さ
れ
、現
在
の
中
央
通
り
周
辺
に
は
東
西
の
四
十
物
町・袋
町・

室
屋
町
な
ど
商
家
に
ち
な
ん
だ
町
名
も
あ
り
、商
家
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。ま

た
、東
端
に
は
勝
興
寺
支
坊（
通
坊
）が
あ
り
、門
前
町
が
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

　
明
治
4
年（
１
８
７
１
年
）、廃
藩
置
県
に
よ
り
富
山
城
は
廃
城
と
な
り
、徐
々
に
解
体

さ
れ
、本
丸
跡
に
は
県
庁
が
置
か
れ
、南
に
は
大
手
通
り

が
新
設
さ
れ
、繁
華
街
が
形
成
さ
れ
た
。た
だ
、当
時
、最

も
賑
や
か
だ
っ
た
の
は
、中
教
院
前
。通
坊
は
、合
寺
令

に
よ
り
一
時
廃
寺
と
な
っ
た
が
、そ
の
跡
に
は
中
教
院

（
神
道
思
想
を
広
め
る
国
家
機
関
）が
設
置
さ
れ
、多
く
の

人
々
が
訪
れ
た
。一
方
、本
願
寺
東・西
両
別
院
の
誘
致
が

き
っ
か
け
と
な
り
、広
い
敷
地
を
確
保
す
る
た
め
、城
址

外
堀
を
埋
め
立
て
た
。別
院
に
は
各
地
か
ら
参
詣
者
が

集
ま
り
、そ
れ
ら
の
客
の
た
め
の
そ
ば
屋
や
弁
当
屋
が

開
店
。そ
ん
な
中
、宿
屋
を
営
む
高
沢
藤
吉
と
古
着
商
を

営
む
瀬
川
良
太
郎
が
企
画
し
、明
治
28
年
7
月
に
夜
店

が
始
ま
っ
た
。こ
れ
が
総
曲
輪
通
り
商
店
街
の
始
ま
り

■
参
考
／
『
特
別
展
　
富
山
の
商
店
街
　
〜
近
代
化
の
あ
ゆ
み
〜
』（
富
山
市
郷
土
博

物
館
編
集
、富
山
市
教
育
委
員
会
発
行
）

きときと市場 とやマルシェ

と
い
う
。そ
の
後
、大
正
12
年
に
、中
町
角
に
県
内
初
の
百

貨
店・岡
部
呉
服
店
が
、さ
ら
に
、昭
和
7
年
に
は
、今
の

キ
ラ
リ
の
場
所
に
百
貨
店・宮
市
大
丸（
現
在
の
大
和
）が

オ
ー
プ
ン
し
、発
展
し
て
い
っ
た
。
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●松川茶屋

富山駅

江戸期は勝興寺支坊があった
（明治時代に中教院も置かれた）

●中教院の名残りの小さな祠

東別院● ●西別院 ●石倉町延命地蔵尊の霊水

西町

旧
北
陸
道

いたち川

赤江川

松川

日本一の船橋（最大64艘）

神通川の旧川筋
（戦国時代頃～大正初期頃）

旧富山城区域
富山城址公園

総曲輪通り 中央通り

現
在
の
神
通
川
流
路

（
明
治
34
〜
36
年
に
馳
越
線
工
事
）

は
せ
こ
し
せ
ん

→

MAP

中教院の名残り

総曲輪通り 西町 中央通り

延命地蔵尊の霊水


